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んの対称性も仮定 しない場合､および対称な相互作用を仮定した場合に得られている Ⅳ がいく
ら大きくても生き残るのはたかだか数種程度という結果とは対照的なものとなっている｡生態系
の多様性を考える際には捕食 ･非捕食関係がドミナントであることを重視した考察を行なう必要
があるのかも知れない｡
また､
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研究会報告
●数値実験ではきれいな生き残りの種の数の分布 (図1)が見られているが､この分布の由来
･gij+gjiが 0から微小にずれているような場合の多様性
といった点については､今後さらに理解を深めていく必要かあると考えている｡
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